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本庶氏のノーベル賞受賞に思う
ほ ん じ よ

～ “好奇心”をもち、挑戦し続けることの大切さ ～
こ う き し ん

受け継ぐ、ふるさとの伝統・文化
～ 尾下の「獅子舞」に参加、育む「高森の心」 ～

し し ま い

先日、本庶佑京都大学特別教授（７６歳）がノーベル
ほんじよたすく

賞を受賞されました。すばらしいニュースで、私たちに

元気を与えてくれますね。受賞理由は、「免疫反応のブレ
めんえきはんのう

ーキを解除することによるによるがん治療法の発見」だ
かいじよ ちりようほう

そうですが、このような研究の成果が将来の医療に生か

されていくことは大変ありがたいことだと思います。

本庶教授は、今回の受賞について、「好奇心をもつこと」「自分が納得いくまで、
なつとく

こだわって考え続けること」を大切にしながら、長年、基礎研究に関わり続けてき
かか

た成果だと話されています。このことは、本校の教育目標（「夢」と「高森の心」を

育み、挑戦し続ける学校）とも大きく重なっているのではないでしょうか。
かさ

「自分の夢に向かって、あきらめないで挑戦し続けること」。そうすることで、い

つかきっと大輪の花が咲くと信じています。児童生徒のみなさんはまだ若い！これ
たいりん

からの人生、一人一人がすばらしい無限の可能性を秘めています。明日で１学期は
ひ

終わりますが、気持ちを切り替える絶好のチャンスです。２学期も新たな気持ちで、
ぜつこう

自分の夢実現に向けて、「更なる挑戦」を続けてほしいと願っています。

お陰様で、本校は、保護者・地域の皆

様方のご協力により、地域での学習の機

会がたくさん確保されています。大変あ

りがたく思っています。

１０月３日（水)に、尾下菅原神社で行
おくだりすがわら

われた秋季例大祭に、ふるさと教育の一

環として、３、４年生と尾下地区の児童

生徒、合わせて１５人が参加させていた

だきました。

保存会の方々の獅子舞や笛、太鼓に合わせて、子どもたちが踊る姿は堂々として
た い こ

いて、参加者に大きな感動を与えてくれました。４００年もの間、連綿と受け継が
れんめん つ

れてきたこの獅子舞を、私たちの代で絶やしてはならない、という思いを強くした
た

ところです。参加してくれた児童生徒のみなさん、大変お疲れさまでした。

【「獅子舞」で踊る子どもたち】


